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令和５年度 事 業 計 画 書         

 

社会福祉法人公成福祉会 

天 ヶ 城 保 育 園  

東 高 岡 保 育 所  

天ヶ城児童クラブ 

Ⅰ 法人本部 

１．経営方針 

(1) 安定基盤の確保 

社会福祉事業や公益的な事業への自主的な取組について、責任を事もって実施でき

る管理経営体制を構築し、地域における公益的な活動を増進・発展させる社会福祉法

人としての基盤強化を図る。 

(2) 福祉サービスの質の向上 

職員が専門的知識や技術を修得できるように法人内・外部での研修等を推進する。 

(3) 事業経営の透明性の確保 

法人内で実施されているサービス内容や経営内容などの情報についての透明性の

確保に努める。 

２．実施事業 

(1) 第二種社会福祉事業 

① 保育所の経営        天ヶ城保育園（定員 ６０名） 

② 児童クラブの経営     天ヶ城児童クラブ（定員 ２３名） 

③ 保育所の管理運営     東高岡保育所（定員 ５０名） 

④ 一時預かり事業の経営    天ヶ城保育園・東高岡保育所 

⑤ 生計困難者に対する相談支援事業     天ヶ城保育園・東高岡保育所 

３．理事会の開催 

(1) 第 1 回理事会（5月） 

(2) 第 2 回理事会（12月） 

(3) 第 3 回理事会（3月） 

(4) 臨時理事会（随時） 

４．評議委員会の開催 

(1) 定時評議員会（5月又は6月） 

(2) 臨時評議員会（随時） 

５．役員・職員構成 

(1) 理事 6 名（令和５年６月の評議員会までの任期満了により選任が必要） 

(2) 監事 2 名（令和５年６月の評議員会までの任期満了により選任が必要） 

(3) 評議員 7 名 

(4) 職員 

○天ヶ城保育園  園長１名、主任保育士１名、副主任保育士 2 名、保育士 16 名

（パート保育士 4名）、准看護師 1名、調理員 4名、雇員 1名、

（育休取得 2名） 

○東高岡保育所  所長１名、主任保育士１名、副主任保育士１名、保育士14名（パ
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ート保育士4名）、看護師2名、調理員3名、保育士補助1名、雇

員1名、（育休取得2名） 

○天ヶ城児童クラブ  指導員：保育士1名（保育園と兼務）、指導員１名 

６．その他 

(1) 地域の社会福祉ニーズに対応した事業実施 

(2) 適正な経営及び財務と透明性の確保 

(3) 保育の質の向上と透明性の確保 

 

 

 

 

Ⅱ 天ヶ城保育園 

１. 保育の基本方針 

保育所は、乳幼児が、生涯にわたる人間形成の基礎を培う極めて重要な時期に、その生

活時間の大半を過ごすところです。 

当保育園における保育の基本は、家庭や地域社会と連携を密にして家庭養育の補完を行

い、子どもが健康・安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、自己を十分に発揮

しながら活動できるようにすることにより、健全な心身の発達を図ります。 

２．保育の目標 

 １．丈夫なからだ  ２．やさしい心  ３．考える子ども 

子どもは豊に伸びていく可能性を内に秘めている。その子どもが、現在を最もよく生き、

望ましい未来をつくり出す力の基礎を培うことが保育の目標である。 

このため、当保育園では、次の諸事項を目指して保育する。 

イ、 十分に養護のゆきとどいた環境のもとに、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲

求を適切に満たし、生命の保持及び情緒の安定を図ること。 

ロ、 健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を培うこと。 

ハ、 人とのかかわりあいの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権を大切にする心を

育てるとともに、自主・協調の態度を養い、道徳性の芽生えを培うこと。 

ニ、 自然や社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊かな心情や思考力

の基礎を培うこと。 

ホ、 生活の中で、ことばへの興味や関心を育て、喜んで話したり、聞いたりする態度や豊

かな言葉を養うこと。 

ヘ、 様々な体験を通して、豊かな感性を育て創造性の芽生えを培うこと。 

３．利用定員 

２号認定子ども（満３歳以上で保育の必要な小学校就学前の子ども） 30人 

３号認定子ども（１,２歳）（満３歳未満から満１歳以上で保育の必要な子ども） 24人 

３号認定子ども（０歳）（満１歳未満で保育の必要な子ども） 6人 

４．保育時間 

標準時間 

平  日  午前 7時 00分から午後 6時 00分まで 

土 曜 日  午前 7時 00分から午後 6時 00分まで 

（延長保育…午後 6時 00分から午後 7時 00分まで） 
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短時間 

平  日  午前 9時 00分から午後 5時 00分まで 

土 曜 日  午前 9時 00分から午後 5時 00分まで 

（延長保育…午前 7時 00分から午前 9時 00分まで 

午後 5時 00分から午後 7時 00分まで） 

５．休園日 

日曜、祝日（振替休日を含む）、及び園が特別な事情を認めるときとする。但し、年末年

始は、保護者に保育の有無を聞きながら、開園及び休園を決定する。 

６．施設事業運営 

 (1) 児童の処遇 

  イ、園児組編成     ０歳児 ・・・・・・ もも組 

１～２歳児 ・・・・ たんぽぽ組１歳児・たんぽぽ組２歳児 

３～５歳児 ・・・・ パンダ組 

３～５歳児 ・・・・ キリン組 

  ロ、健康管理 

登園時において、子どもの健康状態を観察するとともに、保護者から子どもの状態

について報告を受ける。また、保育中は子どもの状態を観察し、発熱等の体調不良が

みられた場合には、保護者に連絡する。 

高熱や怪我などで急を要するときは、保護者に連絡の上掛かりつけの病院に園から

連れていき受診する。結果を保護者に連絡する。 

 内科検診・歯科検診を年２回・尿検査を年１回行う。 

  ハ、栄養管理 

  宮崎市子ども課の栄養士による献立表により調理や栄養管理を行なう。 

  ニ、保 育 

  家庭と連携を密にして家庭養育の補完を行う。子どもが健康、安全で情緒の安定し

た生活ができる環境を用意したり、自己を十分に発揮しながら活動できるようにした

りしながら健全な心身の発達を図るようにする。また、各年齢児の年間保育計画表・

月案を基本に進めて行く。 

  ホ、安全管理 

消防計画書の避難訓練年間計画により、毎月１回避難訓練を行い、消防署の立ち会

いのもと年２回、総合訓練を行う。尚、１回は防火研修会の受講により免除されるの

でそれに換える。 

また、不時の事態に備え、必要な救急用の薬品、材料を整備するとともに、救急処

置の意義を正しく理解し、保育士としての処置を熟知するように努める。（110番通報

装置や消火器の取り扱いなどの取り扱いなど） 

防犯訓練やＡＥＤを使った救急法の研修会を開催する。 

 (2) 職員の処遇 

イ、健康管理 

年１回の健康診断を行う。また全員を対象に、毎月１回 O-157を含めた腸内菌検査

を行う。（クリニカルパソロジーラボラトリーに依頼） 

11月には、全職員インフルエンザの予防接種を受け、インフルエンザ時期における

児童処遇に影響ないようにする。 

ロ、労務管理及び待遇 

就業規則及び給与規則に基づき労務管理及び待遇を行う。 
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ハ、研 修 

年度初めに社会福祉人材研修センター事業計画により受講申し込みをする。また職

制職階制を取り入れているので、各保育団体が主催するキャリアアップ研修会や全国

や九州管内の研修会に参加する。職員を対象とする発達障がいの研修会を年数回程開

催する。 

(3) 保護者会（コロナ感染拡大防止により書面によることもある。） 

イ、総会及び役員会 

 総会は、年度初めと年度末に行い、役員会は、４・９・３月に行う。その他必要に

応じて行う。（コロナ感染拡大防止により書面によることもある。） 

  ロ、保育参観 

  保育参観は、５月・２月に行う。また、５月の保育参観にあわせて子育て講演会を

開催する。給食参観は、誕生者の親を誕生会に招待し、園児と一緒に会食する。 

  ハ、クラス懇談会 

未満児と以上児に分けてクラス懇談会を５月・６月に行う。その際に園への要望や

子どものことで悩んでいることなどのアンケート結果をもとに話し合う。 

 (4) その他 

・ 新型コロナウイルス感染防止対策の徹底。 

・ 子育て講演会・救急法の研修会・消火訓練・防犯訓練の開催。 

・ 延長保育サービス事業を前年度に引き続き行う。 

・ 老人福祉施設訪問等世代間交流事業により定期的に裕生園・親愛ホ－ム・介護施設

ふれあい福祉サービス・にしぞのティサービスセンターを訪問し、お年寄りと交流

する。（介護施設の同意により） 

・ 幼年消防クラブの活動を行う。 

・ 園だよりを保育所の所在する東区自治公民館の各班に回覧してもらい、地域の子育

てに協力する。また高岡小学校に配布し小学校との連携を図る。 

７．施設事業管理 

 (1) 事務関係 

イ、園だより      毎月１回発行 

ロ、給食だより     毎月１回発行 

ハ、各クラス便り    毎月１回発行 

ニ、保険だより     毎月１回発行 

ホ、子育て情報     随時発行 

 (2) 設備関係 

イ、陶芸窯の購入（老朽による買換え） 

ロ、パソコンの購入(保育室用２台) 

ハ、その他備品の購入 



 ５ 

Ⅲ 東高岡保育所 

１．東高岡保育所指定管理運営の体制 

令和５年度は、公成福祉会として運営する指定管理が９年目に入ります。 

平成２２年度より宮崎市の指定管理がスタートし、最初の法人からスタートした運営からは通

算１４年がたちました。 

平成２２年度の指定管理運営からの継続職員も８名おり、経験と実績を重ね１３年の中で保

護者の方との信頼関係も構築されてきました。 

１０年以上の運営実績を重ね、指定管理者として安定した運営を継続しております。 

  以下、宮崎市指定管理施設東高岡保育所（以下「本所」という）の管理運営の体制について

記載いたします。 

1 施設運営主体および指定管理施設 

法人名称 社会福祉法人 公成福祉会 

法人所在地 宮崎市高岡町内山 2575-2 

電話番号 0985-82-3766 

代表者 理事長  黒木 正司 

指定管理施設 

施設の種類 保育所 

施設の名称 東高岡保育所（宮崎市指定管理）社会福祉法人公成福祉会 

施設の所在地 宮崎市高岡町花見 101-2 

電話番号 0985-82-1016  FAX 0985-41-4326 

管理者 所長  田中 美恵 

理事長 黒木 正司（天ケ城保育園 園長） 

利用定員 50名 

開設年月日 平成 27年 4月１日より宮崎市指定管理として運営 

施設設備の概要 

敷地 
敷地全体 2、620,97㎡ 

園庭 1,120,00㎡ 

園舎 

構造 鉄骨造、平屋建て 

延べ面積 432,39㎡ 

新築年月日 平成 21年３月 

所有 宮崎市 

主な設備 

設備 部屋数 備考 

乳児室 1室 ひよこ組 （0歳児クラス）  

保育室 3室 

り す組 （1歳児クラス） 

うさぎ組 （2歳児クラス） 

ぱんだ組 （３歳児クラス） 
きりん組 （4・5歳児クラス）   
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調理室 1室  

事務室 1室 医務室兼務 

相談室 １室  

（2）利用定員 

利用定員 

２号認定子ども 

（満３歳以上で保育の必要な小学校就学前の子ども） 
３０名 

３号認定子ども（１,２歳） 

（満３歳未満から満１歳以上で保育の必要な子ども） 
17名 

３号認定子ども（０歳） 

（満１歳未満で保育の必要な子ども） 
３名 

２ 施設の目的 

 本園は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第３９条に基づき、養護と教育を一体的

に行うことを特性とし、環境を通して子どもの保育を総合的に実施する役割を担っていく。 

３ 運営方針 

(1)本所は、保育の提供に当たっては、入園する乳児及び幼児（以下「利用乳幼児」という。）

の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を提供

するよう努めます。 

(2)本所は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との密接な連携の下に、利用乳幼児の状

況や発達課程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行います。 

(3)本所は、利用乳幼児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、利用乳

幼児の保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等をおこなうよう努めます。 

(4)本所は、「宮崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例」

その他関係法令・通知等を遵守し、事業を実施します。 

４ 保育の理念 

〇児童福祉法に基づいた「保育を必要とする」乳幼児の保育を行う。 

〇子どもの人権や主体性を尊重し、児童の最善の幸福のために保護者や地域社会と力を合わせ

る。 

〇児童の福祉を積極的に増進し、併せて地域社会における家庭支援を行う。 

5 保育方針 

平成 30 年 4 月 1 日適用される新保育指針に依拠して、職員が保育に臨む基本的姿勢にあ

っては、子どもや家庭に対してわけへだてなく保育を行い、人権を尊重しプライバシーを保

護することを第一義とします。 

また、常に児童の最善の幸福を願うために、保護者から意見や要望があれば真摯に傾聴し、

不明なところがあれば平易に説明をして、よりよい保育のために努力研鎖することを基本と

します。 

1、 子どもの安全と健康を基本にして保護者の協力の下に家庭養育の補完を行う。 

2、 子どもが健康と安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、自己を十分に発揮し

ながら、活動できるようにすることにより、健全な心身の発達を図る。 

3、 豊かな人間性をもった子どもを育成する。 

4、 乳幼児などの保育に関する意見や要望、相談に際しては、わかりやすい用語で説明をし

て、公的施設としての社会的責任を果たす。 
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＜保育の目標＞ 

1，丈夫な身体  2やさしいこころ  3、考える子ども 

１、丈夫なからだ（元気な子ども） 

  ・歩く、走る、跳ぶなど戸外での活動を十分に楽しむ。 

  ・健康で十分な発育ができるよう薄着の習慣を身に着ける。 

  ・運動や休息、栄養をとり、規則正しい生活を送り、自ら安全を守るような生活習慣及び態

度を身につける。 

  ・くつろいだ雰囲気の中で情緒が安定し、意欲的に遊ぶ力を育む。 

  ・積極的に遊びや生活ができるようにし、自主性や協調性といった社会生活の基礎となるよ

うな態度を養う。相手の人権を尊重し、思いやりのある心を育てる。 

  ２、やさしいこころ 

  ・積極的に遊びや生活ができるようにし、自主性や協調性といった社会生活の基礎となるよ

うな態度を養う。 

  ・相手の人権を尊重し、思いやりのある心を育てる。 

３、考える子ども 

  ・生活の中で言葉への興味や関心を育て、豊かな情操、思考力や表現力の基礎を培う。 

  ・自然の世界に多くふれ、豊かな体験を通して自分なりに物を見たり、感じたり、考えたり

して、豊かな感性と創造力の芽生えを培う。 

  ・自然に対する知的興味や関心を育て、思考力や認識力を培い観察する力を養う。 

5 保育を提供する日 

保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし、年末年始（12 月 29 日から

１月 3日）及び祝祭日を除く。 

(1)保育時間 

開園日 保育提供時間 延長保育時間 休園日 

月曜日 

～ 

土曜日 

標準 

時間 
午前 7時から午後 6時 午後 6時から午後 7時 

●日曜日 

●祝祭日 短時間 

8時間 
午前 9時から午後 5時 

午前 7時から午前 9時 

午後 5時から午後 7時 

(2)保育の提供時間を超える保育の提供時間 

やむを得ない理由により保育が必要な場合は、午前 7 時から午後 7 時の範囲内で保育を

提供します。（時間外保育の利用に当たっては、延長保育料として宮崎市の方で翌月に引

き落としとなります。１名につき２００円） 

6 提供する教育・保育等の内容 

  保育要領に基づき、以下に掲げる教育その他の便宜の提供を行います。 

(1)特定保育の提供 

上記（2）に記載する時間において、保育を提供します。 

(2)保育内容 

心身ともに丈夫な体つくりを行うために、1年を通して体力作りを行います。又、地域に

根ざした保育を行い、和太鼓を通して介護施設の訪問や高岡地区の夏祭り、文化祭、金婚式

等、地域の祭事に参加し、人との関わりを通して自信と積極性を培い就学へとつなげていき

ます。 

1年を通して様々な運動を行い、丈夫な体を培います。運動、音楽を通して、リズム感を

養います。こうした音体教育を通して、集中力、持続力、協調性が身につき、色々な経験を

通して、豊かな感性を育んでいきます。 
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(3)給食について 

 午前間食 昼食 午後間食 備考 

0歳児 ９時 15分頃 

11時頃 １５時 15分頃 

 

1歳児 
 ９時 20分頃    

 

2歳児  

3歳児  
１１時３０～ 

１２時頃 

 １５時 15～                          

 １５時 10～ 

 

4歳児   

5歳児   

延長保育時間帯    １８時 00分 

※宮崎市の献立に沿った、給食を提供しています、 

※献立内容については、毎月、月初めに給食便りを配布及びメールで配信しています。 

※毎月 1回の誕生会は、園独自の献立メニューとなります。 

(4)アレルギー等への対応  

本所では、アレルギーをもつ児童について、調理法、調味料など、アレルギーに応じて対

応していっております。   

(5)衛生管理等  

調理師、保育士等の全職員は、毎月１回検便を行っています。 

7 利用料金 

保育に係る利用者負担（保育料） 

支給認定を受けた宮崎市が定める保育料。 

（1）保育の提供に関する実費に係る利用者負担金等の基本徴収はありません。しかし、下記

別表に掲げる徴収につきましては、保護者の負担と致します。 

（2）延長保育料 午後６時～７時まで  200円（翌月引き落とし） 

短時間認定 午前７時～９時 午後５時～７時 １時間毎２００円 

（3）実費徴収 

項目 内容、負担を求める理由及び目的 金額 

主食代 

・3・4・5歳の以上児は４月～11月まで

主食持参。 

・１２月～３月までの寒い時期は、主食

の米は保育所負担で完全給食とする。 

無 

副食費 3・4・5歳児は副食費負担 5,000円引き落とし 

交通費（園外活動） 園外保育や園外活動に係る費用 無 

日本スポーツ振興 

センター（負傷・疾病） 

・年間の保険料（半分は保護者負担） 

(365円の共済金の内保護者負担金→) 

宮崎市職員が直接徴収 

250円 

   

賠償責任保険等の加入 

本園は以下の保険に加入しています 

保険会社 東京海上日動火災保険 
独立行政法人日本スポーツ振興

センター 

保険の種類 

大型セット（Ｏ－１５７等補償付、

新型コロナ給付付き 

賠償、傷害） 

災害共済給付（負傷、疾病等） 

保険金額 （保育所加入） （宮崎市加入） 
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保育料以外の徴収金(銀行引落とし)については、保護者からの実費徴収は行いません。特別

保育事業にかかる、延長保育料、一時保育料金は、銀行引き落とし、もしくは、納付書におい

てお支払いしていただいています。 

又、保育にかかる園児服、帽子、体操服、園外保育の交通費、入園料、年間の写真にかかる

経費すべて委託費指定管理料にて支払い、保護者の徴収金は一切行いません。 

子どものケガに関する保険は、日本スポーツ振興センターと東京海上に加入しており東京海

上に関しては保育所の方で加入し、委託費の中から支払いをしています。日本スポーツ振興セ

ンターに関しては、宮崎市の保育幼稚園課（管理係）の方で保護者に直接徴収を行っています。 

8 利用の終了に関する事項 

当保育所は、以下の場合には保育の提供を終了いたします。 

(1)利用する乳幼児が小学校に就学したとき。 

(2)２号認定子ども及び３号認定子どもの保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなった

とき。 

(3)第９条第１項、第２項、第３項及び第 4 項に規定する費用を著しく滞納し、当保育所の督

促等に対して誠意をもって対応しないとき。 

(4)その他、利用の継続について重大な支障または困難が生じたとき。 

９ 嘱託医 

 当保育所は、以下の医療機関と嘱託医契約を締結しています 

【内科】 

医療機関の名称 にしぞの内科 

所在地 宮崎市高岡町飯田 254番地 

電話番号 0985-82-5522 

【歯科】 

医療機関の名称 清水歯科医院 

所在地 宮崎市高岡町五町 185番地 

電話番号 0985-82-3777 

 

２．東高岡保育所の安全管理体制 

安全管理体制については、日々の保育において乳幼児の主体的な活動を尊重し、楽しく安全

に過ごせるよう、国の安全基準のガイドラインに沿ったマニュアルに基づいて取り組み、安全

な保育環境を確保するために以下の事項について対策・対応を講じています。 

１）緊急時の対応について 

災害、防犯時、その他必要とする緊急連絡の手段として、テクノミクスメール配信シス

テムを利用した、保護者への一斉メール配信を行っています。 

又、災害対応マニュアルに基づき、法人本部・行政機関との連携を図りながら指定管理

施設として適切な対応を行うと共に、豪雨、洪水時においては「避難確保計画」を策定し

、宮崎市の危機管理課に提出しています。 

消防点検法に基づいた定期的な消防防火設備の点検も外部業者に依頼し、届出を行って

いきます。 

２）保育所内外での安全対策 

保育所内外での活動時における安全管理においては、保育計画の策定やヒヤリハットを通

して万全の体制で取り組んでいきます。 
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また、保育士の配置、遊具類の定期的な確認をチェックリストに基づいて確認し、安全対

策マニュアルを見直しながら進めていきます。 

固定遊具については、国の安全基準を満たしていない４０年ほど前の高岡町立時代からの

固定遊具が３基ありましたので、令和３年度に撤去致しました。 

又、固定遊具のシステム機関車が一基残っておりますが、安全基準を満たしていないため、

専門の業者に安全基準を満たすための補修見積もりを依頼しております。 

尚、見積額が５０万円を超えるものでしたので、東高岡保育所管理運営基本協定書１５項

に記載してあるリスク管理、責任分担に関する事項の記載にならい、宮崎市と協議の段階で

はありますが、宮崎市の令和５年度の予算に東高岡保育所の固定遊具補修見積もりの計上を

お願いしております。                                           

子どもたちの安全を最優先し事故を未然に防止するために、安全基準に沿った遊具の点検

と安全の徹底を遵守していきたいと思います。 

又、保育所内外においてのけがや事故の発生時には、「事故発生時における対応と予防」

のマニュアルに沿って、法人本部、行政機関との連携を図りながら対応にあたり、同時に書

類の作成を行います。 

子どもが保育所内で怪我や事故等のあった場合は、日本スポーツ振興センターと東京海上

の「ほいくのほけん」に加入しています。 

３）防災教育 

子どもの防災安全対策の一つとして、宮崎市西部地区幼年消防クラブ主催の「幼年消防ク

ラブ」に加入し、消防士の仕事について興味、関心を高めるとともに、 防災についての知

識や訓練の大切さを体験する取り組みを年１回行います。 

又、月１回の避難訓練を行い、災害時の具体的な行動のとり方と自身の身の安全を守る行

動が身につけられるように訓練を行います。 

職員についても、防災・防火研修への参加、看護師によるＡＥＤを使用した実際の乳幼児

の人形を使っての救命救急の実践演習の園内研修を行っております。さらに、避難訓練の見

直しを行い宮崎北消防署西部出張所に依頼し自衛消防訓練の取り組みなど行います。 

 ※ 別添付「東高岡保育所安全管理マニュアル」を参照 

 ※避難訓練年間計画を添付します。 

４）施設の衛生管理について 

 施設の衛生管理については、宮崎市の指定業者に依頼し、毎月調理室の害虫駆除、２か月

に１回の保育室の害虫駆除、年１回、排気口やフィルター関係すべて消毒、洗浄しています。 

 又、日々の業務の中で、手洗い場やトイレ、週１回の玩具類の消毒など施設の安全、清潔

を心掛けて清掃を行っています。 

５）施設の法定点検について 

 施設の維持、管理において法定点検を行い市の指定管理施設として適正な保守管理を行いま

す。 

法定点検については、以下の項目について年間で点検を行い、随時宮崎市保育幼稚園課管理

係へ報告を行います。 

 点検項目 点検対象 内容 点検周期 

１ 浄化槽 浄化槽、みなし浄化槽 
保守点検 

清掃 
１回／１回以上～ 

２ 事務所 照明設備 点検 １回／６月 

３ 消防用設備等 
消防設備にかかる器

具すべて 

機器点検 

総合点検 

１回／６月 

１回／１年 
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４ 
フロン関係 

冷媒機器 
空調、冷蔵冷凍 簡易点検 １回／３月 

５ 遊具 固定遊具等 目視、点検等 １回／年 

６ プール水質検査 プール 水質検査 プール日は毎回測定 

 

３．事業の概要及び実施時期 

別添付「令和５年度行事計画」を参照 

東高岡保育所の保育にかかる事業については以下の特別保育事業を行っています。 

１ 延長保育事業 

時間外保育の利用に当たっては、延長保育料として宮崎市の方で翌月に引き落としとなりま

す。１名につき２００円 

・保育時間 

開園日 延長保育時間 休園日 

月曜日～土曜日 

標準時間認定 午後 6時から午後 7時 
●日曜日 

●祝祭日 
短時間認定 

午前～7時から午前 9時 

午後 5時から午後 7時 

２ 一時預かり事業（一般型） 

一時保育については地域の子育て支援の一環として、病気・疾病・妊娠・出産・介護・就労

等その他の家庭支援に繋げていきます。 

利用料金等については、宮崎市公立保育所の枠組みで行っております。 

尚、宮崎市の引き落としか納付書において保護者が納付しております。 

3 特別支援保育事業 

 障がいや特性をもった乳幼児に関しては、専門機関との連携を緊密に行いながら、又保護者

の気持ちにも寄り添いを心掛け、就学まで一貫した保育を行うために、個別の計画の作成や全

体的な計画を作成して、より専門的な支援を心掛けています。 

又、キャリアアップの一環として「障がい児リーダー」を主担当とした専門的な支援を行い、

保育所職員全体で一貫性をもった保育の取り組みを行い、過ごしやすい環境を整えていきます。 

特別支援関係の研修については、個々の保育士がより専門的な知識をもって保育に携われる

ように１年を通して、必ず参加するように努めています。 

その他 

東高岡保育所の運営について以下のことに重点を置きながら、令和５年度も円滑な運営を行っ

ていきます。 

１）市との連携 

これまでの指定管理運営で培ってきた実績を基盤に、宮崎市との連携を維持していきなが

ら、利用者の信頼関係の構築と保育所保育指針に沿った乳幼児の保育を担保し、児童福祉法

に基づいた保育をいます。 

 半  日（４時間） １ 日 

以上児 

（３・４・５歳児）  

６５０（給食利用は＋２００円） 

８５０円 

１，５００円 

（１，３００円＋給食２００円） 

未満児 

（０・１・２歳児） 

９００円（給食利用は＋２００） 

１，１００円 

２，０００円 

（１,８００円＋給食２００円） 
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又、宮崎市との連携については、指定管理協定書に基づいた運営を引き続き継続していき

ます。内容については、以下の通りです。 

・事業計画書(１０月末日)や事業報告書(６月末日)の作成と報告。 

・延長保育、一時保育などの利用料の集計、記録と月初めの報告書の提出。 

・指定管理料については、毎月５日までに請求書（委託費）を提出する。 

・宮崎市の調査、モニタリングや指導監査の実施に協力する。 

・地震等の災害時に地域の災害協力地点としての役割を担っていく。 

・非常災害時のマニュアル見直しを行い、利用者の安全を確保していく。 

・緊急事態における対応と宮崎市や関係機関への通報及び連絡。 

・指定管理者が、引継ぎ内容の変更を行うための協議（保護者と十分に協議する）。 

・不測の事態が発生した場合の協議。 

・虐待の早期発見と早期対応。 

２）三者協議について 

指定管理に関する、利用者との円滑な関係性を確立していくために、保護者役員、宮崎市、

法人との協議を必要に応じて行うとともに、年度初め、年度終わりには三者においてその年

の協議を行い適切な運営につなげていく。 

（新型コロナウイルス感染拡大防止と緊急事態宣言発令によっては行政の指示を仰ぎなが

ら協議の有無を決定していく。） 

又、１年後の指定管理満了と同時に民営化に向けた協議を宮崎市、保護者、法人との三者で

行い、保護者の方々に的確な情報の提供を行っていきたいと思います。 

３）保育の質の向上のための取り組み 

保育の質の向上を担保するために、管理者が適切でかつ「働き方改革」にもとづいた、職

員の働きやすい職場環境づくりをおこない、施設長や職員自身が自己研鑽に努めていきます。 

 具体的な取り組みとして以下に掲げます。 

１、職員会の実施 

保育所保育指針に基づいた、保育の計画や個別の児童の話し合いなど職員会で検討事

項などテーマに沿って話し合いを行いながら、個々の職員が意見を言いやすい環境を作

り活発な意見交換を行います。 

又、研修を受講した職員については、職員会の中で研修報告を行い、要点をしぼりな

がら大切な事項を共有し、保育の実践に生かします。 

２、職員研修  

   経験年数や担当業務に沿った適切な職員の研修を行い、宮崎市や県の主催する研修と

共に、県内外の研修にも参加しながら、キャリアアップを図っていく。 

   又、個人の研修と共に保育所の研修として園内研修や職員全体の研修を行っていくこ

とにより、情報の共有と職員の資質向上につなげていく。 

３、自己評価 

   職員は、年に４回の自己評価を行い、分野別、担当別で客観的に自己分析を行って自

身の向上心や補足していく面につなげていきます。 

 ４）利用者の苦情や要望の把握、対応策について 

保護者との信頼関係においては、運営していくことの位置づけにおいても最も大切な柱と

なります。 

保護者や児童の安心・安全な保育の取り組みの一つとして、「意見・苦情・要望・不満を

解決するための仕組みに関する規程」に基づいて、保護者に周知していきます。 

保護者アンケートを毎年１０月に実施し、アンケートを通して意見を伝えて頂いたり、利

用者の意見をくみ上げやすいようにしたりして利用実態調査を無記名で実施しています。 
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アンケートを集計し、宮崎市との協議も交えて、アンケート結果を保護者に配布し質疑の

ある場合には、回答を盛り込んで公表しています。 

アンケート以外の意見や苦情等については、苦情解決の方法として①苦情の受付 ②苦情

受付の報告・確認 ③苦情解決のための話し合い ④第三者委員による苦情内容についての

確認、報告を行っています。なお、意見や苦情については、ホームページ等においても掲載

しています。 

指定管理運営を円滑に行うためにも、普段から保護者の方との連絡を密に行い、日々の連

絡帳の活用や送迎時のコミュニケーションを大切に考えています。 

５）児童の健康管理について 

医療機関との連携を含めた児童の健康管理については年間を通じて計画に反映させ、児童の

健康、維持管理に努めています。又、年間の保健計画を策定しており、保健計画に沿って、児

童の健康を把握していきます。 

・身体測定～月初めに、毎月、身長、体重の計測を行います。 

・内科検診～５月、１０月の年２回実施（嘱託医：にしぞの内科医院） 

・歯科検診～歯科検診は年１回となっているが、内科検診同様５月、１０月の２回行い、虫

歯予防に努めています。尚、虫歯を保有している児童については、検診票を配布し、一早

い歯科の受診をお願いしています。（嘱託医：清水歯科医院） 

・４,５歳児からは、食後のフッ素洗口を実施し、保護者の方に承諾書を提出していただい

ています。 

・保育所内での感染症や病気につては、家庭からの一早い予防にもつなげるために、門扉横

の掲示板に掲示し、特定の感染症を知る手掛かりとなるようにしています。 

・尚、保育所内での投薬に関しては、「与薬依頼書」を記入していただいて、看護師が全ク

ラス一括して、個別の時間に合わせた内服または、点眼、軟膏の塗布をしています。 

・全職員が毎月検便を行い、園全体の衛生管理予防に努めています。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、職員は毎日検温し記録表を付けています。

（記録表玄関設置） 

予防接種においても全職員３回の接種を終了いたしました。(令和４年１０月現在) 又、児

童については、検温カードを作成して、朝の体温を保護者の方に記録していただいています。 

新型コロナウイルス感染拡大予防につとめ、国や宮崎県、宮崎市からの文書を保護者の方に

配布し、国や県独自の緊急事態宣言発令時には一斉メールを配信し、保護者の方にも感染拡大

予防の通知、感染した場合などの連携など引き続き行っていきます。 

７）食育の取り組みについて 

食育の取り組みについては、年間の食育計画を作成しています。 

 年間を通して、保育所東側の畑を利用した、さつま芋の苗植えと収穫を行っていますが、ここ

数年土壌が悪く、さつま芋の生育は悪かったもののスイカ、かぼちゃ他は生育が順調でした。

堆肥を入れて畑の回復を行っていきます。年間の計画を立てながら、季節の野菜を植えて、２

歳児から年長児までの子どもたちが水やりを楽しみ、収穫した野菜を給食で提供して食育につ

なげています。 

  又、年長児は６月に飯田地区の米農家の田んぼを利用して、泥んこ遊びからスタートし、１

週間後に稲の苗植えの体験（もち米）、１１月に収穫、１２月に餅つきを行うなど、食育の大事

な位置づけとして取り組んでいきます。 

年間の食育計画に盛り込んでいる事項を季節に合わせて計画に反映し、クッキングの体験な

ど、食に関する興味、関心を高める取り組みを行っています。 

８）アレルギー児童についての取り組み 

  食物アレルギーについては、保護者やかかりつけの医師との連携を行いながら、職員間でア
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レルギー児童の情報の共有など、細心を払った取り組みを行っています。 

  誤食防止の取り組みも徹底していきながら、食器の色分け、プレート(食器をのせる)の色分

け、調味料、アレルギー代替え食品、調理鍋、調理方法の独立した調理など徹底した取り組み

を行ってきました。これまで、重篤なアレルギーをもった児童の受け入れの実績もあります。 

今後、重篤なアレルギー症状をもった受け入れに関しても、これまでの知識と経験を生かし

た保育を行っていきます。 

９）小学校との連携について 

  幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のために、「幼保小連絡会議」に参加して、年長児の

子どもたちが、小学校に上がるまでに各小学校との連携を行っていきながら、個別の連絡を行

っています。 

又、年長児の一年間を通して、「１０の姿」を意識したカリキュラムの作成を行い、就学に

係る子どもたちのスムーズな小学校への接続へとつなげます。 

五十音については、年長児は４月から書道の外部講師に依頼し、１年間をかけて正しい書き

順と、硬筆に取り組み、文字の興味関心を高めていきます。 

 下半期には午睡をなくし、文字と数字のワークブックの演習を行いながら、基本的な生活習

慣と身辺の整理整頓の見直しを行い、学校教育を意識した取り組みを行っていきます。 

１０）人的体制の確保 

令和５年度についての職員体制は、産前産後休暇、育児休暇の職員が１名います。 

又、退職予定の職員もいることから、宮崎学園短期大学の保育科卒業予定の学生を１名採用

します。 

令和４年５月からアルバイトに来ていた学生で内定通知書を出しました。 

指定管理での運営となるため、先の見通しがつきにくく職員の人的体制については中長期的

な計画が難しい局面があります。 

令和５年度は、施設長１名・主任保育士１名・常勤保育士１２名・非常勤保育士４名・看護

師１名・調理師３名、保育補助２名・計２４名でのスタートを予定しています。 

１１）施設の整備にかかる見積もりについて 

   令和４年１０月現在において、施設の空調機器不具合による見積もり書と固定遊具１基の

補修整備について見積もりを提出しています。（５０万円以上は市の経費） 

・固定遊具１基（システム機関車）～￥１,５６９,７００－ 

・空調機（３歳児ぱんだ組）～￥２,１３０,７００－ 

・空調機（４,５歳児きりん組）～￥２,００４,２００－ 
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Ⅳ 天ヶ城児童クラブ 

 

☆４月・・・春季休業(４月１日～４月７日まで・新１年生は４月１１日まで) 

      ※新１年生・・４月１２日に入学式に参加 

 

☆６月・・・小学校での避難訓練で集団下校(自宅に下校) 

      ※災害等や感染症対応の避難訓練で集団下校する場合は、自宅に下校します。 

 

☆７月・・・夏季休業(７月２２日～８月２４日まで) 

 

☆８月・・・夏季休業・園外活動（内容未定） 

 

☆１０月・・秋季休業(１０月７日～１０月１０日まで) 

 

☆１２月・・冬季休業(１２月２３日～１月８日まで) 

「もちつき」に参加予定 

 ※保育園の日程次第では、参加出来ない場合があります。 

      １２月２９日～１月３日まで児童クラブは「お休み」です。 

 

☆２月・・・節分の行事を知る内容に参加する 

 

☆３月・・・学年末休業(３月２７日～３月３１日まで) 

 

 

 

 

○活動については、園庭遊びや製作などは年間通して行います。 

○コロナ感染予防対応として、保育園の行事参加についてはその時の状況に応じて検

討していきます。 

○園外活動は、長期休業を利用して行いますが、コロナの状況によってその都度内容

については検討していきます。 

○行事の詳細については、分かり次第その都度ご連絡いたします。                      

 


